
    

    

 
 
 
 
 
 
 

 
 

①『火
ひ

のくつと風
かぜ

のサンダル』   

ウルズラ・ウェルフェル／作
さく

 関
せき

楠
くす

生
お

／訳
やく

 久米
く め

宏一
こういち

／絵
え

 童話館
どうわかん

出版
しゅっぱん

《Ｆベ》 

 ちびでふとっちょのチムは、いつもみんなに

わらわれています。落
お

ちこむチムをみたお父
とう

さ

んは、お誕生
たんじょう

日
び

にとくべつなおくりものをくれ

ました。それはくつ屋
や

のお父
とう

さんが作
つく

った赤
あか

い

くつと、二人
ふ た り

ででかける夏休
なつやす

みの大
だい

りょこうの

計画
けいかく

でした。 

 

②『名犬
めいけん

ボニーはマルチーズ 1 ボニーがうちにやってきた』       

ベル・ムーニー／作
さく

 宮
みや

坂
さか

宏
ひろ

美
み

／訳
やく

 スギヤマカナヨ／絵
え

 徳
とく

間
ま

書
しょ

店
てん

《Ｆム》

   引
ひ

っこしたばかりで友
とも

だちもいないハリー

は、大
おお

きくて強
つよ

い犬
いぬ

をかいたくてたまりません。

ある日
ひ

、お母
かあ

さんがとつぜん犬
いぬ

をつれてきまし

たが、それはネズミくらい小
ちい

さなマルチーズで

した。ハリーは、がっかり。「こんなの、犬
いぬ

じゃ

ないよ！」とさけびました。 

 

所
ところ

沢
ざわ

市
し

立
りつ

所
ところ

沢
ざわ

図
と

書
しょ

館
かん

 ２０１６年
ねん

 

③『さかさ町
まち

』 

F.エマーソン・アンドリュース／作
さく

 ルイス・スロボドキン／絵
え

 小宮
こみや

由
ゆう

／訳
やく

 岩波
いわなみ

書店
しょてん

《Ｆア》 

 リッキーとアンは汽
き

車
しゃ

でおじいちゃんの家
いえ

にむ

かっていた。ところが、橋
はし

がこわれて汽
き

車
しゃ

が前
まえ

に進
すす

めなくなってしまった。うしろに進
すす

んだ汽
き

車
しゃ

がつ

いたところは「さかさ町
まち

」。ここでは、家
いえ

も車
くるま

も

みんなさかさま。５階
かい

行
い

きのエレベーターは、な

んと下
した

にさがっていくよ！ 

 

④『スプーンは知
し

っている』 

新藤
しんどう

悦
えつ

子
こ

／作
さく

 平澤
ひらさわ

朋
とも

子
こ

／絵
え

 講談社
こうだんしゃ

《Ｆシ》 

カフェのマスター豆
まめ

吉
きち

さんは、おくさんが亡
な

く

なってから、元
げん

気
き

がありません。かなめちゃんは、

豆
まめ

吉
きち

さんに笑
わら

ってほしくて、どうしたらいいか、

お人形
にんぎょう

のタマムさんにききました。かなめちゃ

んとタマムさんはお話
はなし

ができるのです。すると

タマムさんは…。 

 

⑤『アンナのうちはいつもにぎやか』                

アティヌーケ／作
さく

 ローレン・トビア／絵
え

 永
なが

瀬
せ

比奈
ひ な

／訳
やく

 徳
とく

間
ま

書店
しょてん

《Ｆア》 

アンナは大
おお

ぜいのかぞくとアフリカでくらし

ています。ある日
ひ

、アンナはおとうさんとおかあ

さん、弟
おとうと

のムチャとクチャだけで海辺
う み べ

の家
いえ

にで

かけました。ところがちいさな 弟
おとうと

たちはおおあ

ばれ。そこでおとうさんは、おばさんたちをよん

できて…。 

 



⑥『三
みっ

つのまほうのおくりもの』 

ジェイムズ・リオーダン／文
ぶん

 エロール・ル・カイン／絵
え

 中川
なかがわ

千
ち

尋
ひろ

／訳
やく

 ほるぷ出版
しゅっぱん

《Ｍ》 

むかし、びんぼうな 弟
おとうと

が兄
にい

さんから、おわん

に一
いっ

ぱいの小
こ

麦
むぎ

粉
こ

をわけてもらった。ところが、

けちな兄
にい

さんはそれを百
ひゃく

ばいにして返
かえ

せとい

う。しかたなくもらって帰
かえ

る途
と

中
ちゅう

、つよい風
かぜ

が

小
こ

麦
むぎ

粉
こ

をふきとばしてしまった。おこった 弟
おとうと

は

風
かぜ

をおいかけていき･･･。 

 

⑦『ジンベエザメのはこびかた』 

松橋
まつはし

利光
としみつ

／写真
しゃしん

 高岡
たかおか

昌
まさ

江
え

／文
ぶん

 宮
みや

野
の

耕
こう

治
じ

／絵
え

 ほるぷ出版
しゅっぱん

《４８》 

ジンベエザメは世
せ

界
かい

で一番
いちばん

大
おお

きい魚
さかな

だよ。

そんな大
おお

きな魚
さかな

がどうやって水族館
すいぞくかん

にきたん

だろう？どうやってはこんだんだろう？なぞ

がなぞをよぶジンベエザメのはこびかた。いっ

しょに見
み

てみよう！ 

 

⑧『オオサンショウウオ』 

 福
ふく

田
だ

幸
ゆき

広
ひろ

／しゃしん ゆうきえつこ／ぶん そうえん社
しゃ

《４８》 

 ぼくは、オオサンショウウオ。ふだんは、川
かわ

の

ふちや石
いし

のすきまでじっとしている。夏至
げ し

のこ

ろ、ぼくは１年
ねん

に１度
ど

の大
おお

仕
し

事
ごと

をするために、長
なが

い旅
たび

へと歩
ある

きだす。目指
め ざ

す場
ば

所
しょ

はつよいオスだけ

が持
も

てる“すあな”だ。ここでぼくはメスを待
ま

つ

んだ。 

 

 

⑨『ぼくは王
おう

さま』  寺村
てらむら

輝
てる

夫
お

／作
さく

 和田
わ だ

誠
まこと

／絵
え

 理論社
りろんしゃ

《ＡＦテ》 

王
おう

さまは、ふんわりあまいたまごやきがだいすき。

ある時
とき

、王
おう

子
じ

さまが生
う

まれたおいわいに、国
くに

じゅう

の人
ひと

にたまごやきをごちそうするといいだした。た

まごがたりないけど、王
おう

さまは「ぞうのたまごがあ

ればかんたんさ」といって…。 

 

⑩『大千
だいせん

世
せ

界
かい

のなかまたち』 ⑪『じごくのそうべえ』 

スズキコージ／さく 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《Ｆス》 田
た

島
じま

征彦
ゆきひこ

／作
さく

 童心社
どうしんしゃ

《Ｅタ》 

本
ほん

が棚
たな

からぬけなかったり、ぬ

くときにキュッという 妙
みょう

な音
おと

を

きいたことない？それは本
ほん

のすき

まに住
す

むスキママンのしわざだよ。 

かるわざしのそうべえが、つな

わたりのつなから落
お

ちてあの世
よ

行
い

き。ついたところは、なんとじご

く！おにをあいてに大
おお

あばれや！ 

⑫『おおきくなりすぎたくま』 
⑬『あかてぬぐいのおくさんと 

7にんのなかま』 

リンド・ワード／文
ぶん

・画
が

 渡辺
わたなべ

茂
しげ

男
お

／訳
やく

 

ほるぷ出版
しゅっぱん

《Ｅワ》 

イ ヨンギョン／ぶん・え かみやにじ／やく  

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《Ｅイ》 

 ジョニーは森
もり

から小
ちい

さなこぐま

をつれてかえりました。やがてこ

ぐまは大
おお

きくなり、家
いえ

や畑
はたけ

をあら

しはじめます。もう家
いえ

にはおいて

おけません。そこで…。 

あかてぬぐいのおくさんは、は

りしごとがとてもじょうず。７つ

のどうぐがなかよくはたらいてく

れるからです。ところが、おく

さんがうたたねをしていると…。 

⑭『世
せ

界
かい

のあいさつ』 ⑮『はなのあなのはなし』 

長
ちょう

新
しん

太
た

／さく 野
の

村
むら

雅
まさ

一
いち

／監修
かんしゅう

  

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《３８》 

やぎゅうげんいちろう／さく  

福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

《４９》 

 世
せ

界
かい

にはおもしろいあいさつが

いっぱい！ペロリと舌
した

をだした

り、つばをはくあいさつもあるん

だって！ 

“まみむめも”ってはなをつまん

で言
い

ってごらん！なんだか言
い

いに

くいね。それにいきも苦
くる

しいよ。

はなのあなって大
だい

事
じ

なんだ。 
 


